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	２．新観測装置の開発
	今までの観測の反省から次の４点を改良して新しい観測
	装置を考案した。
	(1)　観測用紙を観測のたびごとに交換しない。
	全観測日の観測点を同一の用紙（A3）1枚に落とすように
	した。また冬至の日影曲線が最も長くなるので観測板の
	大きさを40×60×1.6cmとしノーモンをケント紙からネ
	ジ釘（直径3mm、長さ49mm、高さ33mm）とした（図１）。
	(2)　ノーモン(ネジ釘)を観測板に垂直に固定する。　　　　　　　　　　　　　図１　観測装置（自作）
	ネジ釘が観測板に垂直になっているかどうかの不安は残るが錘よりは日影が鮮明にでること、ネジ釘が観測板に　しっかり固定されるので持ち運びも安心できた。
	(3)　観測装置を水平に保つ
	観測板の裏側４隅にネジを回して調節できる物（ﾎﾟﾘｱｼﾞｬｽﾀｰ）を取り付け、微調整は粘土を使う。
	(4)　磁北を合わせる。
	磁針３個を使って調べたが、厳密に３個とも微妙に異なった。そのため上越市の南中時刻をインターネットで調べてスキャナーで取り込んでデータをキャドーで作図化して磁北を合わせた。
	３．観測と結果
	円錐を紙で作りいろいろな方向に切断をして展開したときの形に似ていた。
	４．おわりに

